
 

維持管理情報システム導入事例紹介 

 

 

三重県企業庁工業用水道事業課  

 

 

１．はじめに 

本県の工業用水道事業は，北伊勢臨海部の石油化学

を中心とする工業の発展に伴う水需要増大への対応や，

地盤沈下に対する地下水代替用水の必要性から，昭和

31年に四日市工業用水道の給水を開始して以来，給水

能力や区域の拡充等を重ねてきた。 

現在は，北伊勢工業用水道，松阪工業用水道，中伊勢工

業用水道の３つの事業を運営し，全体で最大911,500m3/

日の給水能力により，県内の 92社 105工場に良質な工

業用水を安定的に供給することで，産業の発展,県土

の保全に寄与している。                            

 また，三重県企業庁では，工業用水道事業のほかに

18市町へ水道用水を供給する水道用水供給事業２事業

を運営しており，これら事業は，地域別に３つの事務

所でそれぞれ管理･運転している。 

工業用水道事業と水道用水供給事業を合せた施設は，

管路延長約798ｋｍ，制水弁数3,404基，空気弁数3,612

基，管路工事成果品は 2,901件に及ぶ。 

以前は，工事成果品のほか管路図や縮小版，各種台

帳などを紙資料により保存･管理していたが，日常業務

において，膨大な資料の中から目的のものを探し出す

ことは容易でなく，紙資料であるが故に汚損や散逸，

資料更新作業の遅延などが多く見受けられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重県営工業用水道事業の概要

給水区域
給　水
工場数

水　源
給水能力
(㎥/日)

契約水量
(㎥/日)

給水開始
年月日

四日市
三滝川
鈴鹿川

H12 水利廃止
〃

S31.4

第一期 員弁川 H12 水利廃止 S33.4

第二期
長良川

三重用水
260,000 S39.4

第三期 員弁川 180,000 S43.10

第四期
木曽川

(岩屋ダム)
(560,000)
400,000

一部給水
S52.3

小計
(1,000,000)

840,000
754,990

津市
15社

17工場
雲出川

(君ヶ野ダム）
(50,000)
33,000

14,970
一部給水

S46.5

松阪市
7社

7工場
櫛田川 38,500 38,500 S38.10

92社
105工場

(1,088,500)
911,500

中 伊 勢 工 業 用 水 道

松 阪 工 業 用 水 道

合　　　計

事　業　名

令和４年４月現在

桑名市
四日市市
鈴鹿市
津市

川越町
朝日町

北伊勢工業用水道

70社
81工場

754,990

図－１ 三重県企業庁の施設管理の概要 

南勢水道事務所 

中勢水道事務所 

北勢水道事務所 
北伊勢工業用水道 

中伊勢工業用水道 

松阪工業用水道 

・ 工業用水道事業 ３事業 

    給水能力合計 ９１１,５００㎥/D 

・ 水道用水供給事業 ２事業(５水系) 
    給水能力合計 ４２９,３６６㎥/D 

 

管路施設の状況
管路延長

(km)
建設･改良
工事件数

制水弁数 空気弁数

北 伊 勢 工 水 301.8 1,468 1,248 1,438

中伊勢・松阪工水 57.2 161 306 293

水道用水供給事業 439.1 1,272 1,850 1,881

合 計 798.1 2,901 3,404 3,612



このことから，これらの問題を解消するツールとし

て平成７年に維持管理情報のシステムを導入し，以降

もシステムの改良や機器の拡充に取り組んできたとこ

ろである。このたび，機会を頂戴したので，本県の維

持管理情報システムの概要と現状について紹介させて

頂く。 

 

２．維持管理情報システムの紹介 

 

2.1 システムの概要 

本県で導入している維持管理情報システムは，いわ

ゆるマッピングと言われるもので，地図上の位置とそ

れに関連する情報を一体としてデータベース化し，コ

ンピューターを利用して管路と関連する情報を一元的

に管理するシステムである。 

他の事業体でも広く取り入れられているものと思うが，

本県においても，平成 5年に構想をもち，平成 7年にシ

ステムを導入，その後,機器の拡充に取り組んできた。 

システム導入によって竣工図面等の散逸や汚損を防

ぐとともに，近接工事協議などの問い合わせや，漏水

事故など緊急時にも地図情報や属性情報から施設情報

を迅速かつ的確に抽出可能となるなど，従来の紙ベー

スの図面や各種台帳による維持管理からの効率化が図

れている。 

本県が導入したシステムの仕様を紹介すると，GIS

エンジンに「GEOSIS」を用いた専用のシステムであり，

背景図には「ゼンリン住宅地図」や「三重県共有デジ

タル地図」を使用している。 

また，管路情報は，「図形データ」（地図表示記号）

として，管路・制水弁・空気弁などの施設や，工区・

用地・協議試掘箇所・漏水箇所といったものをシンボ

ル化し，それに関連付けした「施設属性」（台帳データ）

を登録・管理している。 

「施設属性」は，管路であれば工事名・工事内容・

道路占用許可など，また，制水弁・空気弁等ではその

仕様や製造年・弁室形状など，水管橋では諸元・塗装

仕様・河川占用許可などになるが，このほかにも用地・

漏水事故・協議・試掘記録といったものを台帳として

登録している。 

さらに，工事竣工図や用地図面，制水弁･空気弁等施

設の写真や仕様，また，管路試掘情報や施工協議記録，

漏水記録などをシステムにて閲覧可能とするため，

システムの仕様 

・ＧＩＳエンジン  ＧＥＯＳＩＳ－ＯＣＸ 

・背景図     ゼンリン住宅地図 

          三重県共有デジタル地図 

          空中写真 

・管路情報 

 （図形データ：地図表示記号） 

  管路・制水弁・空気弁など施設や，工区・用地・ 

  協議・試掘箇所・漏水箇所などをシンボル化 

 （施設属性：台帳データ） 

 管路 （工事名・工事内容・道路占用許可など） 

 制水弁・空気弁等 （仕様・製造年・弁室形状など） 

 水管橋 （諸元・塗装仕様・河川占用許可など） 

  上記のほか，用地・漏水事故・協議・試掘など 

 （ＴＩＦＦファイル等） 

  工事竣工図，用地図面 

  制水弁･空気弁等施設の写真・仕様 

  管路試掘情報，施工協議記録，漏水記録 

 （その他） 

  制水弁操作履歴（開閉状態，回転数，止水性等） 

図－２ 維持管理情報システムの仕様 



TIFFファイルとして読み込みを行い，登録，管理して

いる。 

 近年，機能拡張により，老朽劣化対策として実施して

きている管更新・更生工事の対策区間及び未対策区間や

老朽化により漏水が危惧されるゴム製伸縮管や可撓管

の埋設箇所を任意で表示する機能を追加している。また，

管路図上に 250m メッシュで地震による管路被害予測情

報を表示する機能を追加しており,大きな被害が予測さ

れる管路を視覚的に把握できるようにしている。 

その他の情報として，制水弁の開閉状態や回転数，

止水性等といった操作の履歴なども登録・管理してい

る。 

2.2 システムの機能 

（1）基本操作 

基本的な操作はメニューウィンドウ（図－３）から

実行することになり，「検索方法の選択」や「背景地図

や図形データの表示制御」などを行う。 

 

（2）検索方法 

属性データの検索は，地図上の図形データ（シンボ

ル化したもの）をクリックすることで関連付けした属

性データを抽出する。 

例えば，画面上で調べたい場所の図形データ（管な

ど）をクリックすると，その工区の竣工図や占用許可

情報が一覧となって表示される。空気弁や制水弁であ

れば，機器基本情報や製作承認図，写真などの必要な

情報を開くことができる。（図－４） 

 また，条件検索も可能であり，調べたい施設の建設

期別,弁番号,口径などの条件を指定することによって

必要な情報を抽出することができる。（図－５） 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

（3）主なシステム登録情報 

① 工事竣工図 

 工事竣工図は,TIFF ファイルで保存しているため，

データの画素数にもよるが，Viewerによる拡大表示で

細部まで読み取ることが可能である。（図－６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 基本操作 

メニューウィンドウ ↑ 

図－５ 検索の例 2 

図－６ 工事竣工図 

図－４ 検索の例 1 

クリック ‼ 



② 制水弁・空気弁情報 

制水弁や空気弁は，その機器の仕様等基本的な情報

のほかに，どのような場所にどのように設置されてい

るか判るよう写真データも保存しており，万一，草の

繁茂や，砕石，舗装などにより埋もれてしまった場合

も，現地で捜索しやすいようにしている。（図－７） 

 

 

 

 

また，機器の仕様や製作承認図についてもシステム

に登録し，閲覧できるようにしている。（図－８） 

さらに図－９は，制水弁の操作履歴であるが，開閉

の状態や操作回転数，作動不良の有無や止水性といっ

た状態について操作履歴を登録しており，制水弁を操

作する際に前回操作の状態を確認することで，操作時

のミスや損壊を防いでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 水管橋情報 

水管橋は，河川名や形式，架設年度や施設写真を閲

覧できるようにしている。また，最新の塗装年度や仕

様を確認できるため，塗装の塗替え計画の作成に活用

している。（図－10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 道路･河川占用許可情報 

 道路･河川占用許可情報では，占用場所や路線名

（河川名），占用許可番号や許可期限などの情報を一覧

で確認することができる。 

また，占用許可原本を保管したファイルの番号を登

録することで，保管されている許可書の原本を容易に

探し出すことが可能である。（図－11） 

 

 

 

 

 

 

⑤ 用地情報 

図－12は，画面の表示制御により所有する管路用地

を表示したものである。さらに図－13に示す用地管理

図を登録することにより，用地範囲や形状，境界杭設

置箇所を容易に確認することができ，工事の実施や近

接協議，地元住民からの問い合わせにも迅速に対応す

ることが可能となった。 

図－７ 制水弁･空気弁情報 

図－１１ 道路占用許可情報 

図－１０ 水管橋情報 

図－８ 仕様･製作承認図 

図－９ 制水弁操作履歴 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥ 漏水記録 

過去に発生した漏水事故について，事故の内容や漏

水の原因である管路損傷の状態，復旧方法，状況写真

などを記録として保存管理している。これにより,漏水

事故発生時に,多発箇所や復旧履歴などを迅速に確認

することが可能となった。（図－14） 

⑦ 試掘情報・近接施工協議記録 

工事に伴う「試掘調査」や「近接施工協議」につい

ても同様に，保存管理している。近接物件の経緯の確

認や管路工事などにおける地下埋設物確認の参考資料

として活用している。（図－15） 

⑧ 台帳一覧（空気弁･制水弁･水管橋等） 

各種データは台帳として管理されており，条件指定に

よる該当リストの一覧出力が可能で，データとして出

力し他の業務の資料作成に活用している。（図－16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１３ 用地管理図 

図－１４ 漏水記録 

図－１５ 試掘記録 

図－１６ 台帳一覧の例（水管橋） 

図－１２ 用地表示 



⑨ 更新・更生工事の実施箇所の表示（拡張機能） 

パイプインパイプなどにより老朽劣化対策が実施

されている区間と実施されていない区間を任意で表

示できる機能を追加している。漏水事故発生時の漏水

箇所の特定や管更新計画の策定などに役立っている。

（図－17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ ゴム製伸縮管，可撓管の表示（拡張機能） 

近年，老朽化により漏水が危惧されるゴム製伸縮管

や可撓管の埋設位置を任意で表示できる機能を追加し

ている。また，内面補修金具などによる補修記録につ

いても保存しており，漏水事故発生時に迅速な施設情

報の収集が可能となっている。（図－18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 地震による管路被害予測情報の表示（拡張機能） 

管路図上に 250mメッシュで地震による管路被害予

測情報（地盤の耐震適合の有無・液状化危険度・管路

被害予測率・津波浸水予測図など）を任意で表示でき

る機能を追加している。（図－19，図－20） 

また，管路の図形データに被害予測率により算出し

た被害予測件数をランク別に着色して表示させるとと

もに，線種により，耐震管，非耐震管を区分し, 大き

な被害が予測される管路を視覚的に把握できるように

なった。（図－21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２１ 被害予測率，耐震適合管の表示 

図－１７ 管更新・更生工事の表示 

管表記が赤色：未実施 
管表記が青色：実施済み 
管表記が黒色：対策不要 

図－１８ ゴム製伸縮管，可撓管の表示 

○伸が赤色：未対策 
○伸が青色：対策済み 

※ゴム製伸縮管，可撓管を 
○伸マークで表示（〇囲み箇所） 

図－２０ 津波浸水予測図の表示 

図－１９ 管路被害予測情報の表示 



2.3 システム情報の維持管理 

工事などによる情報の追加・更新は，その翌年度に

実施しており，工事担当者がデータ入力依頼票と登録

すべき資料を作成し，一括して業務受注者に依頼して

いる。（図－22） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．移動端末の導入 

 

 

 

 

 

 

維持管理情報システムを現場に持ち出せればさらに

利便性が向上するのではないかと考え，平成 18年度か

ら移動端末を導入している。現場で使用することを考

え，「頑丈であること（耐衝撃性+防塵･防滴）」，「屋外

でも見易いこと（高輝度パネル+大画面）」，「長時間バ

ッテリー駆動可能なこと」を機種選定の条件としてタ

ブレット型ＰＣを採用した。（図－23） 

移動端末の導入により，漏水事故や緊急の現場立会

いの依頼があった場合にも，タブレット PCを携帯すれ

ば，資料の準備に時間を取られることなく現場で必要

な情報を調達することが可能となり，より迅速に対応

できるようになったと感じる。 

タブレット型 PCは機器更新（４代目）を重ね，現行

機種の画面は 10.1 インチでやや小さく感じるものの，

携行性に優れ、タッチパネルで操作性も良い。防塵・

防滴であるため，汚れや濡れた手でも気兼ねなく操作

でき，なにより，システムの機能と情報のほぼ全てが

現地で使えることで現場作業が円滑に行えるようにな

ったことが大きいと感じている。（図－24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．管路ナビゲーションシステムの導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に，平成 25年度に導入した管路ナビゲーションシ

ステムについて紹介する。 

 導入の動機としては，①熟練者の減少，②部局間異

動による施設習熟度の低下，③遠地通勤者の土地勘欠

如，④危機管理（管路巡視点検ツール，災害応援者の

即応性向上）といったところがあげられる。 

 機種の選定にあたっては，「既存システムのデータ利

用など，カスタマイズが容易であること」，「車載を前提

とした機種であること」，これによって「音声案内機能

を有すること」，「操作が容易であること」，「安価である

こと」などの条件を満たす機種を採用した。（図－25）  

採用機種の機能であるカスタム POI 登録することで

図－２２ 入力依頼票及び登録資料 

 

図－２４ 漏水事故現場での移動端末の活用 

図－２３ 移動端末（タブレット型ＰＣ） 

図－２５ 管路ナビゲーションシステム 



登録地点の位置検索や行先指定が行えることから，制

水弁や空気弁のほか，ポンプ所等施設や受水企業など

を登録して利用している。（図－26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作は，登録箇所の名称検索が可能であり，空気弁

番号などを入力することで行先の指定が可能など操作

性はカーナビのそれと遜色ないと感じるが，ルート選

択能力は，最新のカーナビには適わないといったとこ

ろである。（図－27） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

管路の巡視点検は，地図上に表示されている管路を

トレースしていくことで可能となるが,音声案内で巡

視ルートをサポートする機能は有していないため，同

乗者が画面を確認しながら案内する必要がある。 

 なお, 本システムは,維持管理情報システムのデー

タを活用してカーナビの地図上に管理施設を表示でき

るよう開発したものあり,工事竣工図検索などの機能

は有していない。 

 

 

５．おわりに 

維持管理情報システムは，時々のニーズによって機

能拡張を進めてきており，令和４年度には，本県の公

共事業における調査，設計，工事などの電子成果品が

管理されている公共事業情報統合データベースとの連

携を進めているところである。本システムから電子成

果品を検索し，建設図面の CAD データ，工事写真など

の施設情報を迅速に入手・活用することで業務の効率

化が図られ，システムがより効果的に活かせられるこ

とを期待している。 

構想から約 30年が経過した現在，維持管理情報シス

テムは施設の維持管理において欠くことの出来ないも

のとなっている。 

今後も，「適切な浄水処理･配水運用の継続」，「施設

機能保全のレベル向上」，「漏水事故や大規模災害時に

おける復旧作業の迅速化」などを目的とした，現行シ

ステムの機能拡張や ICT を活用した新たなシステムの

導入についても検討を進めていきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２６ カスタム POI登録 

カスタム POI登録（制水弁，空気弁，受水企業など） 

名称検索により，地点の表示や行先を指定 

図－２７ 名称検索 

三重県企業庁ｷｬﾗｸﾀｰ 「みずたまくん」 

 

(参考) 維持管理情報システム導入の変遷 

平成５年度～ 資料整理 データ蓄積
平成７年度 マッピングプロトタイプ構築

(北勢水道事務所管内）
平成12年度 現行のシステムにデータ移植
平成18年度 南勢水道事務所管内を追加

タブレット型端末を試験的導入
平成19年度 中勢水道事務所管内を追加
平成20年度 タブレット型端末を追加(４台）
平成25年度 管路ナビゲーションシステム導入(14台）
平成27年度 管路ナビゲーションシステムを追加(18台)
令和４年度～ 公共事業情報統合データベースと連携予定

データ更新
  (毎年)


